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蒔絵香合「金魚の図」　金魚の存在感を出すため、
鱗部分は細かく描き割り、漆を数回塗って盛り上げ
ています。鰭は三種類の金粉と透け漆を用いて水
の中で揺らめく様を表現。鱗の鮑貝には赤色を選
んで配し、背景の赤漆と全体の色調に統一感をも
たせました。

蒔絵香合「紅白梅図」」　二種類の金粉を用いて背
景に金地を施した上に、白梅と紅梅を蒔絵した香
合。白梅にはやや厚めの鮑貝を、紅梅は朱漆固めの
金の研ぎ出しで描き、紅白の梅それぞれの異なる表
情を出しました。

蒔絵短冊箱「玉蔓」　繊細な玉蔓（首飾り）に見立
て、縦横に行き交う曲線に形状や大きさの異なる
金粉、銀粉、鮑貝、金属板などを配して宝石の煌め
きを表現しました。蒔絵には珍しい抽象紋様です。

2003年京都伝統工芸専門学校卒業。同年下出蒔
絵司所に入所。2003年京都府伝統産業「京の若
手職人」海外派遣事業においてイタリアへ出展
参加。2008年「京もの認定工芸士」認定。2014年
「伝統工芸士」に認定。

Eメール　shape525@yahoo.co.jp
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